
　　
　　　　

 

　　
1.荷重板を外し荷重板支持棒を上げﾋﾟｽﾄﾝを引き下げて固定板に試料穴を設けます。
2.ﾋﾟｽﾄﾝつまみを用いてﾋﾟｽﾄﾝを押し上げます。この操作で分散ﾍﾟｰｽﾄは固定板の上面に
　移動し同時にﾋﾟｽﾄﾝ押し棒が外れて荷重支持棒と荷重板とが落下します。
　分散ﾍﾟｰｽﾄは固定板と荷重板との間に挟まれて同心円状に周囲に押し広げられます。
3.荷重板が分散ﾍﾟｰｽﾄに接したときから時間を計って60秒後の分散ﾍﾟｰｽﾄの広がり直径を
  固定板の目盛りからmm単位で読み取ります。
　流動性を比較する方法としては広がり直径を求めるほか時間を常用対数軸に取って
　この時間と広がり直径との関係をﾌﾟﾛｯﾄして表すことも出来ます。

№466

JIS K 5101及びJIS K 5701に基づかれた顔料、ｲﾝｸの流動性を測定する装
置です。　水平に置いた2枚の平行板の間に挟まれた分散ﾍﾟｰｽﾄが荷重板
の自重によって円心状に広がっていく特性を経時的に観察して流動性を測
定します。

平行板粘度計（スプレッドメータ）
Spread  Meter

用 途

試 験 方 法



容     量 0.5ml
板の重さ 115g (アクリル板）
参考規格 JIS K 5101  K 5701
機体寸法 W150xD150xH160mm
質     量 約2kg
＊オプション　荷重板（ガラス板）　
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       ●記載内容は改良のため変更することがあります。
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